
 

  



講評 

１ 小問集合 

(1) 同じものを含む順列の教科書レベルの問題。 

(2) 置き換えることで 3 次関数の最小値を求めることになる指数関数の問題。基本的。 

(3) 内心と三角形の面積比に関する基本的な知識が必要な問題。 

(4) 2 次関数の定積分を求める基本問題。 

(5) 鋭角の三角比の相互関係の問題。計算を丁寧にする必要があり解きづらいと思われる。 

(6) 教科書レベルの整数問題。 

(7) 対数方程式の問題で真数を比較するタイプだが、少し計算が煩雑。 

 

２ 空間ベクトル 

(1)は直線と平面の交点の問題を戸惑うことなく処理することができれば、(2)の cos の値、三角形の面積まで簡単に

処理することができる。後半は四面体の体積を求める問題だが、文字定数が入っているため計算が煩雑で、慎重な

計算が要求される。平面の成分方程式に詳しければ座標を取ることで簡単に処理することができる。 

 

３ 絶対値の付いた隣接 2 項間の漸化式 

(1)(2)(3)は丁寧に計算することで処理でき、漸化式の基本的な意味さえ分かっていれば解くことができる。(4)は絶

対値が外れることに気が付けば基本的な隣接 2 項間の漸化式の問題。(5)(6)はどう処理すればいいのか戸惑ったか

もしれないが、気が付けば単純な絶対値の付いた 1 次方程式の問題。 

 

ほぼ同じ問題を解いたことがあるような基本的な問題と、一見しただけではどう解いたらいいのか戸惑ってしまう

ような問題が混ざっていて、その難易度にギャップがあるように感じられる。1 では 5 問は得点したい。また３の前

半も確実に得点したい。残りの問題はとっかかりで躓かなければある程度の得点はできると思うが、丁寧な思考と

計算処理が要求される。全体で 5 割 5 分を目指したい。 

 


